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1.はじめに 
 図 1は，1900 年以降の福岡市における年間降水量

の推移を表している．この図から，近年の降水傾向

として，上下変動差が激しいことが分かり，上下の

変動幅が益々拡大傾向にあることが分かる．今後，

降雨が多くなる年がある一方で，ほとんど降雨が期

待できない少雨の年が発生する危険性は非常に大き

くなっていると考えられる．福岡市は，1978 年・

1994 年に給水制限期間が 250 日以上になる大渇水

を経験している．この少雨への変動傾向は，水害の

リスクが高くなると同時に，福岡市においては渇水

のリスクが極めて高くなる危険性が示されている．

今後，福岡市は人口が 160 万人程度にまで増加する

とされており，快適な市民生活を維持していくため

にも，水資源に対する渇水リスクを十分に考えた水

資源対策が必要となってくると考えられる． 
 本研究室では，2009 年以降，城南区内に様々なタ

イプの雨水タンクを設置し，その使用状況及び水質

モニタリングを長期間にわたって継続している．本

研究では，これまでに得られた観測結果より，雨水

貯留水の利水可能性に関して考察し，都市内におけ

る水資源として雨水を活用することを想定して研究

を進めている． 
 
2.研究目的 
1)水位変動：雨水貯留タンクの中に設置した水位計

でタンクの中の水位を調査し，各タンクの使用状況

を明らかにする． 
2)水質：過去数年に渡る水質分析をもとに，雨水貯

留タンクの材質，設置場所の違いにおける水質変動

を明らかにする． 
3)利用可能性：材質の異なる雨水貯留タンクに貯め

た雨水をどの程度まで利用できるか検討する． 
 

3.研究方法 
1)自己記録式水位計を用いて，樋井川流域内にある

材質の異なる雨水タンクに設置し，10 分間隔で水位

を観測． 

図 1 1900～2017年間の福岡市における年間降水量推移 

表 1 材質別貯留タンクの採水場所・期間 

写真 3 塩化ビニル製 

 

写真 1 コンクリート製 

写真 2 ポリエチレン製 
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2)転倒マス形雨量計を用いて，雨水利用実験住宅，

雨水ハウス，堤・田島・笹丘小学校の計５地点に雨

量計を設置し，10 分間ごとの降雨量を観測． 
3)水質実験の対象となるタンクの採水場所と期間を

表 1 に示す．なお，水質実験は毎月一度，雨水貯留

タンク内の水を採水し，採取したサンプルは実験室

に持ち帰り水質分析を行った． 
 
4.研究結果 
1)水位変動：表 2 は，自己記録式水位計を用いて観

測した水位変動を元に，各タンクの使用偏差値を求

めた値を示している．この値が大きいほど，タンク

内の貯留雨水の使用頻度が高いことを示している．

この値より，容量が大きなタンクほど使用頻度が高

くなる傾向にあることが分かる． 
 

2)水質：表 3 は，タンク材質毎の大腸菌・大腸菌群

数の検出結果を示している．この値より，タンクの

材質および設置場所などによって，検出される個数

に違いがあることが分かる．次に，表４は，タンク

内貯留水の SS 濃度，p H，COD 濃度，NO2濃度の

値を示している．この値より，タンクの材質によっ

てこれらの値に差異が生じていることが分かる． 
 
5.考察 
1)水位変動と水質の関係：表 2より，田島 3(1000L）
のタンクは使用偏差値が極めて高く，よく貯留水が

使われていることが分かる．西片江，友泉中，東油

山は使用偏差値が低く，あまり貯留水が利用されて

いない状況にあることが確認された．この結果は，

タンクのサイズによって使用する目的が違うことが

想定され，ガーデニングのみに使用されている小型

タンクよりも，洗車や野菜などの洗浄に広く雨水を

活用しているタンクの方が，流出抑制効果が大きい

ことが分かる．表 3 より，コンクリート製タンクで

は，大腸菌は検出されておらず，ポリエチレン製と

塩化ビニル製においてもほぼ検出されていないこと

が確認された．また，大腸菌群においても，コンク

リート製タンクでの検出量が少ないことが分かる．

ポリエチレン製のタンクだけで比べてみれば，使用

偏差値の高い 1000Ｌのタンクは SS，PH ともに低

い値を示しているが，全体的に比べてみると，使用

頻度が高いタンクの方が SS，PH の値が基準値内に

収まっているとは言えないことが分かった．今後 SS，
PH 以外の水質項目についても同様に検討する必要

がある．  
2)利用可能性：コンクリート製タンクは，外部から

の影響を受けにくく良好な雨水利用が行えることが

分かった．その一方で，ポリエチレン製タンクは，

外部からの影響を受け易いため利用用途を考える必

要がある．しかし，設置が比較的簡単なため，利用

用途に応じて雨水を活用することが重要であると考

えられる． 
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表 3 材質別測定結果（大腸菌・大腸菌群） 

 

表 4 材質別測定結果（SS,PH,COD,NO2） 表 2 タンクの使用偏差値 
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